
ロ シ ア に よ る 武 力 侵 略 及 び 核 兵 器 使 用 示 唆 に 抗 議 す る 決 議  

 

ロ シ ア が 国 連 憲 章 に 違 反 し 、 ウ ク ラ イ ナ 侵 略 に 踏 み 切 り １ 年 が

経 過 す る 。  

多 く の 人 命 や 様 々 な 民 主 的 権 利 、 そ し て 愛 す る 平 和 な 郷 土 を 奪

わ れ た ウ ク ラ イ ナ 国 民 に 対 し 、 強 い 哀 悼 の 意 を 示 す も の で あ る 。  

武 力 に よ る 侵 略 行 為 を 継 続 ・ 正 当 化 し 、 核 兵 器 の 使 用 ま で 示 唆

し た 、 ロ シ ア の 一 連 の 行 為 に つ い て 、 私 た ち 流 山 市 議 会 は 強 い 憤

り と 、 厳 重 な 抗 議 を こ こ に 示 す 。  

特 に ２ ０ ２ ２ 年 １ 月 ３ 日 、 ロ シ ア を 含 む 核 保 有 ５ か 国 が 発 出 し

た 「 核 保 有 国 ５ カ 国 の リ ー ダ ー に よ る 、 核 戦 争 を 防 ぎ 、 軍 拡 競 争

を 避 け る こ と に つ い て の 共 同 声 明 」 の 中 で 、 「 核 戦 争 に 勝 者 は な

く 、 決 し て 核 戦 争 を し て は な ら な い 」 と 世 界 に 発 信 し た 矢 先 の 発

言 で あ り 、 核 兵 器 の な い 世 界 の 実 現 に 向 け 努 力 を 続 け る 国 際 社 会

を 大 い に 失 望 さ せ る 行 為 と 言 わ ざ る を 得 な い 。  

地 球 上 に 、 広 島 、 長 崎 に 続 く 、 第 三 の 戦 争 被 爆 地 を 生 む こ と は

絶 対 に あ っ て は な ら な い 。  

人 々 の 尊 い 命 と 平 和 な 暮 ら し を 理 不 尽 に 奪 う 侵 略 行 為 を 直 ち に

中 止 し 、 平 和 的 解 決 へ の 道 を 探 る こ と を 強 く 希 求 す る 。  

以 上 、 決 議 す る 。  

 

２ ０ ２ ３ 年   月   日  

 

千 葉 県 流 山 市 議 会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



敵 基 地 攻 撃 能 力 と 軍 拡 の 中 止 を 求 め る 意 見 書  

 

政 府 は 、２ ０ ２ ２ 年 末 に「 安 保 関 連 ３ 文 書（ 国 家 安 全 保 障 戦 略 、

国 家 防 衛 戦 略 、 防 衛 力 整 備 計 画 ） 」 の 改 定 を 閣 議 決 定 し た 。 国 会

で の 審 議 も な い ま ま 、 先 制 攻 撃 も 可 能 な 敵 基 地 攻 撃 能 力 （ 反 撃 能

力 ） を 持 と う と す る も の で あ り 、 強 く 抗 議 す る 。  

ま た 、 軍 拡 に 付 随 す る 防 衛 費 に つ い て は 、 ２ ０ ２ ４ 年 度 か ら ５

年 間 で 総 額 ４ ３ 兆 円 と し 、 ２ ７ 年 度 に は Ｇ Ｄ Ｐ （ 国 内 総 生 産 ） 比

で ２ ％ と 現 在 の ２ 倍 に す る 計 画 で あ る 。 そ の 結 果 、 ① 世 界 ト ッ プ

ク ラ ス の 軍 事 大 国 に な り 、 周 辺 国 の 不 信 を あ お り 、 軍 拡 競 争 を 過

熱 さ せ か ね な い 。 ② 財 源 確 保 の た め に 大 増 税 と 国 債 発 行 を 優 先 的

に 行 う こ と か ら 、物 価 高 騰 で 苦 し む く ら し や 営 業 を 直 撃 し 、か つ 、

い ま で も 不 十 分 な 教 育 費 や 社 会 保 障 費 へ の 国 の 支 出 が 大 幅 に 減 額

さ れ る 。  

そ も そ も 東 ア ジ ア を 含 め 、 不 確 実 性 が 高 ま る 国 際 情 勢 の も と 、

憲 法 ９ 条 を 持 つ 国 と し て い ま 行 う べ き は「 戦 争 の 準 備 」で は な く 、

対 話 と 外 交 に よ っ て 「 戦 争 を さ け る 努 力 」 で あ る 。  

そ こ で 、 下 記 の こ と を 関 係 機 関 へ 強 く 求 め る 。  

記  

１  平 和 、 い の ち 、 く ら し を 壊 し 、 国 民 に 負 担 を 押 し つ け る 大

軍 拡 、 大 増 税 は や め る こ と 。  

２  大 軍 拡 な ど を 決 定 し た 「 安 保 関 連 ３ 文 書 」 改 定 を 撤 回 す る

こ と 。  

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

２ ０ ２ ３ 年   月   日  

 

衆 議 院 議 長       様  

参 議 院 議 長       様  

内 閣 総 理 大 臣      様  

外 務 大 臣        様  

財 務 大 臣        様  

防 衛 大 臣        様  

内 閣 官 房 長 官      様  

 

千 葉 県 流 山 市 議 会   



賃 金 の 大 幅 改 善 に 向 け 、 取 り 組 み 強 化 を 求 め る 意 見 書  

 

Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ が 発 表 し た「 ２ ０ ２ ０ 年 購 買 力 平 価 ベ ー ス の 平 均 賃 金 」

で は 、 日 本 は 、 Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 平 均 以 下 し か な く 、 隣 国 の 韓 国 に は ８ 年

前 に 逆 転 さ れ 、 年 々 そ の 差 が 開 い て い る 。 し か も 、 ２ ０ 年 間 「 昇

給 ゼ ロ 」 は 、 Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 加 盟 国 ３ ８ ヶ 国 中 、 日 本 と イ タ リ ア の み と

な っ て い る 。  

こ の よ う な 実 態 を 改 善 す べ く 、 本 市 議 会 で は 、 「 最 低 賃 金 の 引

き 上 げ に 関 す る 意 見 書 に つ い て 」 を 令 和 ３ 年 第 ４ 回 定 例 会 で 可 決

し 、 国 会 や 政 府 等 に 提 出 し 、 改 善 を 求 め て き た 。  

ま た 岸 田 文 雄 首 相 も 今 年 １ 月 、 年 頭 の 記 者 会 見 で 、 成 長 と 分 配

の 好 循 環 を 実 現 す る た め 、 今 年 の 春 季 生 活 闘 争 で 「 イ ン フ レ 率 を

超 え る 賃 上 げ の 実 現 を お 願 い し た い 」 と 発 言 し 、 い よ い よ そ の 具

体 化 が 切 望 さ れ て い る 。  

そ こ で 、 政 府 及 び 関 係 機 関 は 、 企 業 へ の お 願 い に 止 ま ら ず 、 あ

ら ゆ る 手 を 尽 く し 、 働 く 者 の 賃 金 の 大 幅 改 善 に 向 け 、 取 り 組 み を

強 化 す る こ と 。  

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

２ ０ ２ ３ 年   月   日  

 

衆 議 院 議 長       様  

参 議 院 議 長       様  

内 閣 総 理 大 臣      様  

財 務 大 臣        様  

厚 生 労 働 大 臣      様  

内 閣 官 房 長 官      様  

千 葉 県 知 事       様  
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加 齢 性 難 聴 者 の 補 聴 器 購 入 に 対 す る 公 的 補 助 制 度 の 創 設 を 求 め

る 意 見 書  

 

加 齢 性 難 聴 は 日 常 生 活 を 不 便 に し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 困 難

に す る な ど 生 活 の 質 を 落 と す 大 き な 原 因 と な り 、 認 知 症 の 発 症 リ

ス ク を 高 め る 要 因 と も な っ て い る 。  

日 本 の 難 聴 者 率 は 、 欧 米 諸 国 と 大 差 は な い も の の 、 補 聴 器 使 用

率 は 、 公 的 補 助 の あ る 欧 米 諸 国 と 比 べ て 低 く 、 普 及 促 進 が 求 め ら

れ て い た た め 、 本 市 議 会 で も 、 平 成 ３ ０ 年 第 ４ 回 定 例 会 で 「 補 聴

器 の さ ら な る 普 及 と 制 度 等 の 充 実 を 求 め る 意 見 書 に つ い て 」 を 可

決 し 、 地 方 自 治 法 に 基 づ き 関 係 機 関 へ 提 出 し て き た 経 緯 が あ る 。  

こ の 間 、 日 本 国 内 の 一 部 自 治 体 で は 、 高 齢 者 の 補 聴 器 購 入 に 対

し 補 助 を 行 っ て い る も の の 、 日 本 に お い て 補 聴 器 の 価 格 は 片 耳 当

た り 概 ね ３ 万 円 ～ ２ ０ 万 円 で あ り 、 保 険 適 用 で は な い た め 全 額 自

費 と な る う え 、 機 器 の 更 新 も 必 要 な こ と か ら 、 特 に 低 所 得 の 高 齢

者 に と っ て 、 我 慢 を 強 い ら れ る ケ ー ス が 散 見 さ れ て い る 。  

よ っ て 、 国 に お か れ て は 、 高 齢 化 の さ ら な る 進 展 へ の 備 え と し

て も 、 ま た 高 齢 に な っ て も 生 活 の 質 を 落 と さ ず 、 心 身 と も 健 や か

に 過 ご す こ と が で き 、 認 知 症 の 発 症 リ ス ク の 低 減 、 健 康 寿 命 の 延

伸 、 医 療 費 の 抑 制 に も つ な が る こ と か ら 、 加 齢 性 難 聴 者 の 補 聴 器

購 入 に 対 す る 公 的 補 助 制 度 を 創 設 す る よ う 強 く 要 望 す る 。  

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

２ ０ ２ ３ 年   月   日  

 

衆 議 院 議 長       様  

参 議 院 議 長       様  

内 閣 総 理 大 臣      様  

総 務 大 臣        様  

財 務 大 臣        様  

厚 生 労 働 大 臣      様  

内 閣 官 房 長 官      様  

 

千 葉 県 流 山 市 議 会   



医 療 提 供 体 制 の 拡 充 を 求 め る 意 見 書  

 

３ 年 に 及 ぶ コ ロ ナ 禍 の も と 、 繰 り 返 さ れ る 感 染 拡 大 の 波 に 、 医

療 や 救 急 体 制 の ひ っ 迫 が 繰 り 返 さ れ て お り 、 そ の 拡 充 は 国 民 的 要

求 と な っ て い る 。  

一 方 、厚 生 労 働 省 は ２ ０ ２ ５ 年 に 迎 え る 超 高 齢 化 社 会 を 見 据 え 、

病 床 削 減 及 び 国 民 の 医 療 費 抑 制 を 含 む 地 域 医 療 構 想 を 推 進 し 、 病

床 削 減 を 強 め て い る 。  

よ っ て 、 政 府 関 係 機 関 に 対 し 下 記 の 取 り 組 み を 強 く 求 め る 。  

記  

１  一 般 病 床 削 減 を 前 提 と す る よ う な 地 域 医 療 構 想 を 撤 回 す る

こ と 。  

２  医 師 、看 護 師 、保 健 師 等 、医 療 提 供 体 制 の 拡 充 を 図 る こ と 。  

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

２ ０ ２ ３ 年   月   日  

 

衆 議 院 議 長       様  

参 議 院 議 長       様  

内 閣 総 理 大 臣      様  

財 務 大 臣        様  

厚 生 労 働 大 臣      様  

内 閣 官 房 長 官      様  

千 葉 県 知 事       様  

 

千 葉 県 流 山 市 議 会   

 

 

 

 

 

 

 



千 葉 県 立 松 戸 保 健 所 の 分 割 ・ 新 増 設 等 を 求 め る 意 見 書  

 

本 市 を 管 轄 す る 千 葉 県 立 松 戸 保 健 所 は ２ ０ ２ ４ 年 、 創 立 ８ ５ 年

を 迎 え 、 地 域 の 保 健 衛 生 等 の 改 善 向 上 に 寄 与 し て き た 。  

し か し 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 国 内 で 確 認 さ れ て 以 降 、

千 葉 県 立 松 戸 保 健 所 を 含 め 、 県 内 及 び 全 国 の 保 健 所 で は 、 機 能 不

全 や 一 部 機 能 停 止 に 陥 っ た 。  

千 葉 県 立 松 戸 保 健 所 は 、 管 轄 人 口 が 最 も 多 く な っ て お り 、 配 属

職 員 の 増 員 だ け で は 、 新 た な 感 染 症 へ の 対 応 や 地 域 の 公 衆 衛 生 の

向 上 等 、 保 健 所 に 対 す る 市 民 へ の 信 頼 や 期 待 に 十 分 こ た え る こ と

が 困 難 と 考 え る 。  

そ こ で 、 国 ・ 千 葉 県 等 関 係 機 関 に 対 し 、 下 記 の こ と を 強 く 要 請

す る 。  

記  

１  保 健 所 の 増 設 強 化 に 向 け て 、 当 面 、 人 口 ２ ０ 万 人 に 対 し １

カ 所 と な る よ う 保 健 所 を 増 設 す る こ と 。  

２  保 健 師 を は じ め 、 職 員 の 増 員 に 全 力 を あ げ 、 長 時 間 過 密 労

働 の 改 善 を 図 る こ と 。  

３  地 方 自 治 体 に お け る 保 健 所 の 体 制 強 化 や 分 割 ・ 新 設 に 向 け

た 取 り 組 み を 、 政 府 と し て も 財 政 的 に 支 援 す る こ と 。  

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

２ ０ ２ ３ 年   月   日  

 

衆 議 院 議 長       様  

参 議 院 議 長       様  

内 閣 総 理 大 臣      様  

財 務 大 臣        様  

厚 生 労 働 大 臣      様  

内 閣 官 房 長 官      様  

千 葉 県 知 事       様  

 

千 葉 県 流 山 市 議 会   



つ く ば エ ク ス プ レ ス の 更 な る 充 実 を 求 め る 決 議  

 

つ く ば エ ク ス プ レ ス は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 猛 威 を 振

る う 中 で も 、 関 係 各 位 の ご 尽 力 に よ り 、 安 全 で 安 定 し た 運 行 で 社

会 に 貢 献 し 、 基 礎 的 な イ ン フ ラ と し て 欠 か す こ と が で き な い 公 共

交 通 で あ る こ と を 再 認 識 し た 。  

さ て 、 鉄 道 経 営 に 欠 か せ な い 沿 線 人 口 は 増 加 し 、 １ 日 平 均 乗 車

人 口 は 、 平 成 １ ７ （ ２ ０ ０ ５ ） 年 度 １ ５ 万 ７ ０ ０ 人 か ら 令 和 ４   

（ ２ ０ ２ ２ ）年 ５ 月 、３ ５ 万 ２ ，９ ０ ０ 人 と ２ ．３ 倍 化 し て い る 。

ま た 、 沿 線 人 口 に 子 育 て 世 代 が 多 く い る こ と は 、 乗 降 客 の 持 続 的

確 保 に と っ て 好 条 件 と も い え る 。  

つ い て は 、 つ く ば エ ク ス プ レ ス 及 び 沿 線 自 治 体 の 持 続 的 発 展 と

鉄 道 利 用 者 の 更 な る 安 全 確 保 と 利 便 性 向 上 を 図 る た め 、 下 記 に つ

い て 希 求 す る 。  

記  

１  車 両 編 成 の ８ 両 化 に つ い て  

令 和 元 年 度 か ら 着 手 し て い る ホ ー ム ８ 両 化 対 応 延 伸 工 事 等 の

確 実 な 実 行 と 早 期 実 現 を 図 る こ と 。 ま た 、 ８ 両 化 が 実 現 さ れ

る ま で の 間 の 混 雑 緩 和 対 策 を 講 じ る こ と 。  

２  通 学 定 期 乗 車 券 の 運 賃 引 き 下 げ （ 割 引 率 改 善 ） に つ い て  

割 引 率 が 他 社 と 比 べ て 低 い こ と は 、 定 住 人 口 の 誘 導 及 び 子 育

て 世 代 の 誘 致 な ど 、 沿 線 自 治 体 に よ る 取 り 組 み に 大 き な 支 障

と な る こ と か ら 、 早 期 に 対 応 を 図 る こ と 。  

３  精 神 障 害 者 へ の 障 害 者 割 引 適 用 に つ い て  

令 和 ３ （ ２ ０ ２ １ ） 年 ５ 月 、 障 害 者 へ の 合 理 的 配 慮 の 提 供 を

民 間 の 事 業 者 に も 義 務 付 け る 「 障 害 者 差 別 解 消 法 」 の 改 正 法

が 成 立 し て い る こ と か ら 、 早 期 改 善 を 図 る こ と 。  

４  東 京 駅 及 び 茨 城 県 方 面 の 延 伸 に つ い て  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 収 束 及 び 、 利 用 者 数 や 各 経 営 指 標

の 堅 実 な 回 復 が 見 込 め る 際 に は 、 需 要 予 測 ・ 費 用 便 益 分 析 に

つ い て 十 分 な 調 査 を 行 い 、沿 線 自 治 体 と 情 報 を 共 有 す る こ と 。 

以 上 、 決 議 す る 。  

 

２ ０ ２ ３ 年   月   日  

 

千 葉 県 流 山 市 議 会   


